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　一方で、新教育課程に合わせた児童・生徒用�
「デジタル教科書」の導入の検討も進んでおり、
昨年の12月には、「デジタル教科書の位置付け
に関する検討会議」の最終まとめが発表される
など、教育の情報化の推進に伴う教育環境の整
備も急ピッチで進められていきます。
　こうした流れが影響してか、今年度の応募論
文では、ICT部門での応募の比率が高まり、学
校でのICT機器やソフトの活用の進展をうかが
わせる傾向も見られました。
　このように、新教育課程の方向性と軌を一に
した、学校でのご実践の状況を踏まえて、現在、
東京書籍としても、今後先生方にどのような商
品をご提供していくかの検討を進めております。
　東京書籍は、教科書を核としながら、図書教
材、指導用教材、デジタル教材、評価問題といっ

た教育材をご提供しておりますが、従来の商品
はもちろんのこと、新教育課程を見据えて、先
生方の学校経営・学級経営や、各教科でのご実
践を、PDCAサイクルのそれぞれの場面でサ
ポートする商品群をご提供できるよう、新たな
商品づくりにも力を尽くしてまいります。
　最後になりましたが、ご多用の折、今年度の
最終審査をご担当いただきました審査委員の先
生方、一次審査をご担当いただきました東京教
育研究所主任研究員の先生方をはじめ、ご協力
をいただきました多くの先生方に、この場をお
借りいたしまして、厚く御礼申しあげます。ま
た、受賞された先生方の、今後の益々のご活躍
をご祈念申しあげ、ご挨拶といたします。あり
がとうございました。


